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　また日本で唯一の経済的負担感に関する調査であると思われる大木（2013）は、0 歳児
から 10 歳児までの多胎世帯を対象にアンケート調査を行い、21 世紀縦断調査の結果と比










は離婚しやすい傾向にあることを 2011 年に指摘している（Research Activities, 2011）。ま
























た多胎世帯、b）支援関係者の多胎世帯、に向けて 2017 年 6 月から合計 200 部を配布した。
回答は多胎世帯による自計式とした。2017 年 12 月末日までを回収期間とし、42 世帯から
回答を得た（回収率 21%）。このうち、三つ子世帯と回答欄未記入（世帯主年齢が未記載
であり、所得区分の分類が不可能である等）であった世帯の、計 4 世帯を除いた 38 世帯
を有効回答とした。有効とした調査票から、各種世帯区分（共働き・夫のみ有業など）で
収入・貯蓄・負債と純貯蓄（貯蓄 - 負債）の平均を算出し、これら回答群から得たデータを、
平成 28 年総務省調査の結果を対照群として検討を行った。なお、2017 年総務省調査（2018









　　2017 年の家計調査年報による二人以上世帯の平均値は、世帯主平均年齢 59.3 歳、年
収 617 万円、貯蓄 1,812 万円、負債 517 万円（純貯蓄 1295 万円）であった。一方、本調
査において多胎世帯から得た回答値平均は、世帯主年齢 38.0 歳、年収 572 万円、貯蓄 822
万円、負債 1169 万円（純貯蓄、マイナス -347 万円）であった（図表１）。なお、多胎世
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の経済状態は、年収 662 万 3,684 円、貯蓄 852 万 263 円、負債 10,05 万 3,157 円、純貯蓄





















の平均について t 検定を行った結果は t=0.69、p=0.49 であり、有意な差は無かった。
　また、この純貯蓄水準の乖離については、一般世帯全体における世帯有業人員は 1.33
人だが、年齢階級による補正後は 1.618 人となり、多胎世帯の平均有業人員 1.435 人に対




（22 世帯）では、世帯主平均年齢 36.2、年収 558 万円、貯蓄 717 万円、負債 639 万円、純
貯蓄 78 万円となった。また「有業人員二人」の多胎世帯（16 世帯）では、世帯主年齢
41.5、年収 593 万円、貯蓄 967 万円、負債 1,899 万円、純貯蓄はマイナス 932 万円となっ
た。一方、総務省家計調査（2017 年）「妻の就業状態、世帯類型別貯蓄及び負債の１世帯
当たり現在高」（第 8-9 表）によれば、「夫のみ有業」の一般世帯全体（夫婦のみ世帯を含む）
では、年収 667 万円、貯蓄 1,341 万円、負債 819 万円、純貯蓄 522 万円であった。この第
8-9 表から「夫のみ有業」の一般世帯で、未婚の子ども（未婚子）が１人世帯・２人（多子）
世帯を参照したものを図表４a に纏め、多胎世帯の各回答値の平均について、一般世帯の
平均に対する t 検定を行った結果を図表４a に付す。
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同世代の純貯蓄水準に 400 ～ 600 万程度の差が生じることがわかる。この 40 歳台前半の
単子世帯（未婚子１人）と多子世帯（未婚子２人）の純貯蓄の差は、世帯に子ども 1 人（多
胎ではない「きょうだい」）が増えることによる育児の追加的費用と捉えることが出来る。
図表３a の一般世帯の補正後の世帯主平均年齢は 38.9 歳であるため、世帯主が 40 歳台半

















「母親と 18 歳未満の子どものみの世帯」の収入は 403 万円であるのに対し、回答群の有業
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